
令和5年

6年2組 【知，技】

運動場

角　裕

１．単元名 「トップスピードを体感しよう！（陸上運動　短距離走・リレー）」

【思，判，表】

【学，人】

○

○

○

１．オリエンテーション １．ダッシュの基本（前時の予備運動） １．加速の基本＋前時までの動きドリルをする １．中間疾走の基本＋前時までの動きドリルをする １．必要なドリルを選び取り組む

　　・単元の見通しを持つ ・各グループで繰り返し取り組む。 ・腕振り制限走 ・ウェーブ走（加速走と慣性走）

　　・場や用具の準備の仕方を知る

２．本時の学習課題を確認する

３．主運動に繋がる予備運動をする ３．割りばし5mダッシュ/立幅スタート ３．助走付き全速疾走に取り組む ３.グループの友だちと中間疾走を見合う ３．８秒間走に取り組む

・素早いダッシュの基本を押さえる ・加速の基本を押さえる ・中間疾走の基本を押さえる ・第１時の自分の走りと比較する

４．8秒間走に取り組む

※４コース作り4人で５０ｍを走る。
→8秒間でゴールできるスタートラインを見つける。

　

４．ライン走に取り組む

５．8秒間走に取り組む ・真っ直ぐに引かれたライン上を走る

４．8秒間走に取り組む ※ジグザクに走ってしまう。

※スタートダッシュですぐに体が起きてしまう。 ５．8秒間走に取り組む

・運動遊びに進んで取り組む
・順番やきまりを守り誰とでも仲良く運
動する
・勝敗を受け入れる
・場の安全に気をつける

・運動に進んで取り組む
・きまりを守り誰とでも仲良く運動する
・勝敗を受け入れる
・友だちの考えを認める
・場や用具の安全に気をつける

・運動に積極的に取り組む
・約束を守り助け合って運動をする
・勝敗を受け入れる
・仲間の考えや取組を認める
・場や用具の安全に気を配る

・陸上競技に積極的に取り組む
・勝敗などを認め、ルールやマナーを守ろうと
する
・分担した役割を果たそうとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認め
ようとする
・健康・安全に気を配る

1 2（本時） 3 4 5

５．単元目標

６．「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の視点で構造的に捉えた単元イメージ

【思考力，判断力，表現力等】

【学びに向かう力，人間性等】

㋐瞬発的に走り出すタイミングが合うと楽しい
㋑リズムよく走れると楽しい
㋒徐々に加速し、トップスピードを体感することが
心地よい
㋓８秒間走の記録を向上させたい

㋔スタートの合図で瞬発的に走り出すことで記録
が向上しそう
㋕トップスピードを体感するには、３つの局面の
動きを高めることが大切
㋖リズムよく走る為には真っ直ぐに走ることが大
切

㋗友だちの動きを３つの局面で確認し、それぞれの
運動のポイントをおさえているかが分かる
㋘３つの局面の運動のポイントと自分の動きを照らし
合わせる為に互いに見合うと動きを高めることができ
る

評価規準

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

・８秒間走では、記録を伸ばそうと何度も繰り返し走ることができる。
・運動のポイントを友だちと共有し、互いに動きを高めようと取り組みを認めることが
できる。

〇30～40m程度のかけっこ
・いろいろな形状の線上等を真っ直ぐ走ったり、
蛇行して走ったりする
〇折り返しリレー遊び、低い障害物を用いての
リレー遊び
・相手の手のひらにタッチをしたり、バトンの受
渡しをしたりして走る

〇30～50ｍ程度のかけっこ
・いろいろな走り出しの姿勢から、素早く走り始める
・真っ直ぐ前を見て、腕を前後に大きく振って走る
〇周回リレー
・走りながら、タイミングよくバトンの受渡しをする
・コーナーの内側に体を軽く傾けて走る

〇40～60m程度の短距離走
・スタンディングスタートから、素早く走り始める
・体を軽く前傾させて全力で走る
〇いろいろな距離でのリレー（一人が走る距離40～60m
程度）
・テークオーバーゾーン内で、減速の少ないバトンの受
渡しをする

〇50～100m程度の短距離走
・クラウチングスタートから徐々に上体を起こしていき加速する
・自己にあったピッチとストライドで速く走る
〇リレー（一人50～100m程度）
・バトンを受け渡すタイミングや次走者がスタートするタイミング
を合わせる

走ったり跳んだりする簡単な遊び方
を工夫するとともに，考えたことを友
達に伝える

自己の能力に適した課題を見付
け，動きを身に付けるための活動
や競走（争）の仕方を工夫すると
ともに，考えたことを友達に伝え
る。

自己の能力に適した課題の解決
の仕方，競争や記録への挑戦の
仕方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝える

動きなどの自己の課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み
方を工夫するとともに，自己の考えた
ことを他者に伝える

〇自分の動きの高まりを感じることのできる運動
「変形ダッシュ走」
「ボールキャッチ」
「ボールダッシュ走」
「ラダー」
「集配リレー」
☆勝てるチャンスが生まれる運動
「スタート地点を選べる８秒間走」

〇友だちの良い動きの紹介
〇タブレット端末の活用
☆易しい体育
・ゲーム感覚で取り組むことのできる「集配リ
レー」
・スタート位置を選択できる８秒間走

（３）研究の視点に関わる主な手立て　（☆運動に意欲的でない児童への配慮）

学びへ誘い込む 学びをつなげる 学びを分かち合う

（４）期待する子供の気付き

学びへ誘い込む

〇タブレット端末の活用（動画撮影）
〇運動のポイントを３局面（スタート、加速、中間疾
走）に絞り、各動きのポイントを全体共有する。

（中学校）高学年中学年低学年

学びをつなげる

一定の距離を全力で走ることができるようにする。

自己の能力に適した課題の解決の仕方、競争や記録への挑戦の仕方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。

運動に積極的に取り組み、約束を守り助け合って運動をしたり、勝敗を受け入れたり、仲間の考えや取り組みを認めたり、場や用具の安全に気を配ったりできるようにする。

学びを分かち合う

学習
課題

・短距離走を３つの局面に絞って学習を進める。この局面とは、スタート、加
速疾走、中間疾走である。
・単元名の「トップスピート」に至るまでに20m程度要することから、スタート局
面では、瞬発力を高めたり、力強い駆け出しが重要となる。その為、ボール
キャッチ走や変形ダッシュ走を取り入れ、瞬発的に走り出す動きを繰り返し
経験できるようにする。
・瞬発的な走り出しを実現させる為にトレーニング形式ではなく、チームで動
きを高める為に、集配リレーを取り入れ、ゲーム感覚で楽しく繰り返し行える
ようにする。
・予想されるつまずきとして、「すぐに体が起きてしまう」「ジグザグに走ってし
まう」「中間疾走の際、脚が前に出なくなり前に倒れそうになる」が考えられ
る。その為、ボールダッシュ走や集配リレーを取り入れ、徐々に上体を起こ
す意識を高めたり、ライン走で真っ直ぐ走ることの重要性に気づかせられる
と考える。

・８秒間走では、８秒間で走れる距離を伸ばすために、腕を大きく振り、足の
回転数を上げて真っ直ぐに走ることが必要だということを理解している。
・短距離走の各局面の重要性には気づいていない。

高学年の陸上運動は、「短距離走・リレー」，「ハードル走」，「走り幅跳び」及び「走り高跳び」で構成され，一定の距離を全力で走ったり，バトンの受渡しをしたり，リズミカ
ルにハードルを走り越えたり，リズミカルな助走から踏み切って跳んだりして，記録に挑戦したり，相手と競走（争）したりする楽しさや喜びを味わうことができる運動である。

【知識及び運動】

中間疾走を高めるためにはどうしたらいいか

第6学年2組　体育科学習指導案
４．指導によせて

日　時

学　級

場　所

授業者

２．領域の特性

３．単元で身につけたい資質・能力の系統表

（１）児童の実態 （２）教材について

・８秒間走では、８秒間で走れる距離を伸ばすために、腕の振りや足の回転数を上げることでで
きればよいと気づいている。
・運動のポイントを友だちと共有したり、学習カードに記入したりすることができる。
・運動の様子をICT機器で確認する際に、動きのポイントと照らし合わせて確認することはできる
が、そこから追究し自分に合った練習の場を選択することが難しい。
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素早いスタートダッシュをするにはどうしたらいいか 加速疾走を高めるためには どうしたらいいか

短距離走のスタートの仕方を意識し、低い姿勢から駆け出すことができる。 徐々に上体を起こし、トップスピードで走ること
ができる。 加速した勢いを落とすことなく、ゴールまで走り抜けることができる。

※脚が前に出なくな
り前に倒れそうにな
る。

・ボールキャッチ、棒キャッチ、ボールダッシュ　・ラダー
・変形ダッシュ、コーンタッチ走（各２０ｍ）

４.集配リレー

主体的に学習に取り組む態度の評価規準

思考・判断・表現の評価規準

知識・技能の評価規準

《主体的》

①短距離走に積極的に取り組もうと

している。（愛好的態度）

②仲間の考えや取り組みを認めよう

としている。（共生）

③場や用具の安全に気を配っている。

（健康・安全）

《思考・判断・表現》

①走り方をICT機器を活用して確認し、動

きのポイントと照らし合わせて自己やグ

ループの課題を見付け、課題に適した練習

方法を選んでいる。

②自己の能力に適した競争のルールや記録

への挑戦の仕方を選んでいる。

③自己や仲間の動きの変化や伸びを見付け

たり、考えたりしたことを他者に伝えてい

る。

知識・技能

①走り方について、言ったり書いたりして

いる。

②前に置いた足に重心をかけた低い姿勢の

スタンディングスタートから、素早く走り

出すことができる。

③体を軽く前傾させて全力で走ることがで

きる。
2．本時の学習課題の確認

【スタートの動きのポイント】

・タイミングよく走り出す。

・低い姿勢（前傾姿勢）で走り出す。

・地面を力強く押してスタートを切る。

６．まとめ・ふりかえり ６．まとめ・ふりかえり

５０ｍ走を全力で走りきること

・各チーム（１チーム4人）で競い、低姿勢からのダッシュをすること

走り方をICT機器を活用して確認すること

運動のポイントや課題、良さを見つけること

集配リレーの特徴を捉え、積極的に取り組むこと

５．まとめ・ふりかえり

・ルールを理解すること

・トップスピードを体感すること

リラックスしたス

プリントを体感し

ながら走ること

前足に重心をかけ、スタート

合図とともにタイミング良く

低姿勢から地面を

力強く押して駆け

目線を下方向から徐々に前方

に上げ、前傾姿勢を保って走

ること

分担された役割を果たすとともに、仲間への援助をすること

チームで見付けた良さを伝え合うこと

４．まとめ・ふりかえり

個人やチーム課題を確認し、取り組むこと

互いの走力を認めながら、互いに高めること

課題に適した練習方法を選んだり工夫したりしている

徐々に上体をおこして

両腕を力強く振って

走ること

・速く走るポイントを知ること

体の真下に接地す

ること

キックした脚を素早

く前方に運ぶこと 自分の課題を友だちに

確認してもらうこと
各局面の動きを意識しながら、ゴー

ルまで全力で走り抜くこと

安全な運動に心がける

５．まとめ・ふりかえり



○ スタート局面での動きのポイントを押さえながら、瞬発的に力強く走り出すことができるようにする。

①ラダー ②棒キャッチ、③ボールキャッチ、④ステックダッシュ

1

※棒キャッチをドリルゲームにしてみる

2

3

⑤割りばしダッシュ ⑥立幅スタート

☆スタートですぐに上体が起きてしまう。

・グループで割り箸スタートを見合う。 ⑦変形ダッシュ （※⑥を含む） ⑧ボールダッシュ ⑨コーンタッチ走

・友だちの手本を見て、自分の動きと比較する。

4 ⑩集配リレー ※スタート局面をゲーム化
集配リレーに取り組む。

5

・８秒間走に取り組む

6 ⑪助走付き全力疾走（加速後、20mのタイム測定） ⑫ウェーブ走（加速走－慣性走）
〇よい動きができていた友だちを紹介する場面を設定する。

※短距離走の３つの局面（スタート、加速疾走、中間疾走） ※予想される運動のつまずき
A：ジグザグはしってしまう

A：ライン走で真っ直ぐに走る意識

B：中間疾走では上体を真っ直ぐに立てて、膝を上げる意識

C：スタートで体が起きる⇒スタートドリルで克服

B:足が前にでなくなり前に
倒れそうになる

９．準備物（学習カード・場の設定等）

・スタート局面の動きのポイントを再確認しながら、
本時の課題を確認する。

時間

７．本時の目標

８．本時の展開

ま
と
め
・
ふ
り
か
え
り

（
５
分

）

〇低い姿勢で力強く地面を押し出す動きを繰り返し取り組む
ことができるように、集配リレーを設定する。

〇友だちからのアドバイスや自己の動きの気づきを発表した
り学習ーカードに記入する場を設ける。

・スタート局面の動きを高める運動（ドリル）をする。

は
じ
め

（
１
５
分

）

・学習活動
○期待する児童の気付き

☆予想される児童のつまずき

○教師の指導・留意点
☆配慮を要する児童への指導

・評価規準（評価方法）

中

（
２
５
分

）

〇スタート局面の動きのポイントを押さえて走り出すこと
で、素早いスタートダッシュを切れるようになると気づく。
（前回の自分の走りと比較）

〇スタート局面の素早い走り出しを生かし、今後の加速
局面の動きに繋げていけると気づく。

〇楽しく動きを高めることができるように、グループ同士の対
戦形式で行う。

〇スタート局面では集中し合図と共に駆け出す、スタート
時に足が後ろに流れないこと、膝を曲げた低姿勢から駆
け出すことが重要だと気づく。
※その他に、目線や腕の振りなども気づきとして出る可
能性がある。その場合は取り上げる。

本時の主発問

ことより素早いスタートダッシュをするに大切なことは何

だろう。

〇低い姿勢からのスタートを意識することで、瞬発的な

駆け出しが高まると気づく。

〇瞬発的に駆け出すには、ドリルが大切だと気付く。

・ボールキャッチ ・変形ダッシュ ・コーンタッチ走

〇前時までの動きのポイントを共有しつつ、スタート局

面でのポイントとなる動きについて高めるドリルを設定

〇スタート局面の動きのポイントをボードに示す

・タイミングよく走り出す。（前時に押さえる）
・低い姿勢（前傾姿勢）で走り出す。
・地面を力強く押してスタートを切る。

〇課題を提示した後、児童の考えを引き出し、ス
タートで重要となる動きのポイントを押さえていく。

・【評価】（主体的②）グループで互いの動きを見合い、動きの

ポイントと照らし合わせる。その際、タイミングの良いスタート、

地面の押し出し、低い姿勢での駆け出しができているか等、

自分の課題を見付けながら、動きを高めることができる。

☆地面の押し出し、低い姿勢からのスタートができてい

るかをグループで見合えるようにする。

・（まとめ）グループで見つけた良い動きの友だちを紹

介し合う。

〇よい動きの友だちは前に置いた足に重心をかけ、地

面を強く押しながら低い姿勢から駆け出すというスター

ト局面の動きのポイントを押さえて走っていると気づく。

・【評価】（思・判・表②）スタート局面の動きのポイントを

意識し、自分の能力に適したスタートの場を選び８秒間

走に取り組むことができる。

・本時の振り返り（学習カード、発表）

〇再度、スタート局面の動きのポイントを確認し、８秒間

走で自分の力を確かめる場を設ける。

〇良い動きの子を紹介する。

・スタートの動きを高める為に、動きのポイントと照らし

合わせながら自分の動きの課題を見つけ改善のこつを

考える。
スタート姿勢で前に置いた足で割りばしを踏み、スター

ト後、割りばしが動いていなければ地面を下方向に力

強く押せている。

立ち幅跳びの姿勢からスタートすることで、前傾姿勢からの

スタートで力強く0歩目を踏み出すことができる。


